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★
町
出
身
者
ら
を
対
象
に
ま
ち
づ
く

り
に
協
力
・
参
加
し
て
も
ら
い
、
Ｕ

タ
ー
ン
に
繋
が
る
ふ
る
さ
と
住
民
票

の
導
入
を
。

　

関
係
人
口
を
ふ
や
す
ユ
ニ
ー
ク
な

事
業
だ
と
思
い
ま
す
。

　

町
で
は
越
畑
ふ
る
さ
と
村
特
別
村

民
制
度
、か
が
み
の
里
山
健
康
ク
ラ

ブ
会
員
制
度
、ふ
る
さ
と
納
税
制
度

等
で
様
々
な
情
報
発
信
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。費
用
対
効
果
を
検
証

し
、今
後
方
法
を
考
え
ま
す
。

★
所
有
者
不
明
土
地
対
策
に
つ
い
て

①
把
握
と
対
策
は
。

　

相
続
登
記
は
任
意
で
、ど
の
程
度

あ
る
か
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

納
税
通
知
書
が
返
戻
さ
れ
た
場
合

は
現
住
所
等
の
把
握
に
努
め
、相
続

人
が
不
明
の
場
合
、代
表
相
続
人
の

指
定
申
告
書
の
提
出
を
し
て
も
ら
い

ま
す
。

②
山
林
対
策
へ
の
取
り
組
み
は
。

　

全
国
的
な
問
題
で
あ
り
、町
の
森も

林り

づ
く
り
協
議
会
で
も
議
論
を
重
ね

て
い
ま
す
。広
く
協
議
を
行
い
、早

期
に
方
向
性
を
見
極
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

★
町
出
身
者
ら
を
対
象
に
ま
ち
づ
く

り
に
協
力
・
参
加
し
て
も
ら
い
、
Ｕ

タ
ー
ン
に
繋
が
る
ふ
る
さ
と
住
民
票

の
導
入
を
。

★
所
有
者
不
明
土
地
対
策
に
つ
い
て

①
把
握
と
対
策
は
。

②
山
林
対
策
へ
の
取
り
組
み
は
。

★
実
効
性
の
あ
る
男
女
共
同
参
画
計

画
を
①
第
２
次
計
画
は
策
定
さ
れ
て

い
な
い
の
か
。

　

現
在
、策
定
に
向
け
て
県
等
に
も

参
考
意
見
を
も
ら
い
、素
案
作
成
を

行
う
中
で
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の

確
立
も
図
り
ま
す
。

②
実
効
性
の
あ
る
第
２
次
計
画
を
早

急
に
。

　

現
在
作
成
中
の
素
案
を
も
と
に
、

推
進
委
員
会
で
は
公
募
方
式
も
踏
ま

え
、広
く
町
民
の
参
加
と
協
議
で
、行

政
に
根
ざ
し
た
計
画
と
し
ま
す
。平

成
30
年
度
中
に
は
完
成
さ
せ
ま
す
。

③
Ｄ
Ｖ
防
止
の
窓
口
や
広
報
の
取
り

組
み
強
化
は
。

　

怖
く
て
近
く
に
は
相
談
に
行
け
な

い
等
、様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

（
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
）を
中
心
に
、各

所
に
あ
る
配
偶
者
暴
力
相
談
セ
ン

タ
ー
、市
町
村
の
窓
口
、保
護
な
ど
の

必
要
が
あ
る
場
合
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に

委
託
す
る
等
、県
内
全
体
で
連
携
し

た
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
は
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
窓

口
等
に
置
き
、成
人
式
で
配
布
を
し

ま
し
た
。

★
実
効
性
の
あ
る
男
女
共
同
参
画
計

画
を
①
第
２
次
計
画
は
策
定
さ
れ
て

い
な
い
の
か
。

②
実
効
性
の
あ
る
第
２
次
計
画
を
早

急
に
。

③
Ｄ
Ｖ
防
止
の
窓
口
や
広
報
の
取
り

組
み
強
化
は
。

★
公
共
交
通
機
関
の
充
実
に
つ
い
て

①
民
間
事
業
者
の
意
向
を
把
握
し
て

い
る
か
。

　

最
近
の
バ
ス
利
用
状
況
か
ら
１
日

あ
た
り
の
輸
送
量
が
15
人
に
満
た
な

い
た
め
、国
の
補
助
対
象
か
ら
外
れ

ま
し
た
。

　

中
鉄
北
部
バ
ス
と
津
山
市
の
協
議

の
中
で
、今
後
も
出
来
る
限
り
運
行

を
続
け
る
意
向
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

②
ど
の
よ
う
に
満
足
度
を
高
め
て
い

く
の
か
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
基
に
、

ご
ん
ご
バ
ス
一
部
乗
り
入
れ
な
ど
を

具
体
的
に
検
討
し
、次
年
度
で
予
定

の
新
た
な
公
共
交
通
計
画
策
定
で
の

意
見
を
参
考
に
、利
用
者
の
満
足
度

が
高
ま
る
よ
う
な
形
態
を
考
え
ま
す
。

③
高
齢
者
や
運
転
免
許
返
納
者
、
身

体
障
害
者
な
ど
の
交
通
弱
者
に
対
し

て
ど
う
対
処
し
て
い
く
の
か
。

　
「
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
」「
デ
マ
ン

ド
交
通
」「
地
域
の
共
助
に
よ
る
移

動
支
援
」等
に
よ
り
、自
宅
か
ら
乗
車

で
き
、目
的
地
に
行
け
る
方
法
の
検

討
が
今
後
の
課
題
で
す
。タ
ク
シ
ー

利
用
に
対
す
る
助
成
制
度
の
検
討
も

行
い
ま
す
。

④
仕
組
み
に
限
界
が
あ
る
の
で
は
。

　

移
動
の
大
半
は
自
家
用
車
の
た

め
、定
期
路
線
の
利
用
者
が
増
え
な

い
こ
と
の
要
因
で
す
。

　

中
鉄
北
部
バ
ス
は
必
要
な
方
は
利

用
し
て
い
る
実
態
か
ら
、た
と
え
仕

組
み
に
限
界
が
あ
っ
て
も
簡
単
に
定

★
公
共
交
通
機
関
の
充
実
に
つ
い
て

①
民
間
事
業
者
の
意
向
を
把
握
し
て

い
る
か
。

②
ど
の
よ
う
に
満
足
度
を
高
め
て
い

く
の
か
。

③
高
齢
者
や
運
転
免
許
返
納
者
、
身

体
障
害
者
な
ど
の
交
通
弱
者
に
対
し

て
ど
う
対
処
し
て
い
く
の
か
。

④
仕
組
み
に
限
界
が
あ
る
の
で
は
。

期
バ
ス
を
止
め
ら
れ
な
い
と
考
え
ま
す
。

★
安
心
安
全
の
教
育
環
境
を
①
通
学

路
の
危
険
箇
所
や
改
善
等
の
対
策
は
。

　

学
校
や
地
域
か
ら
の
情
報
を
、教
育

委
員
会
、建
設
課
、く
ら
し
安
全
課
、

美
作
県
民
局
、津
山
警
察
署
、学
校

で
構
成
さ
れ
る
町
安
全
推
進
会
議
の

中
で
、連
携
し
て
安
全
対
策
を
図
っ

て
い
ま
す
。　
　

　

実
際
に
危
険
箇
所
に
出
向
き
早
い

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

②
見
守
り
隊
制
度
な
ど
以
外
に
不
審

者
対
策
は
。

　

緊
急
メ
ー
ル
配
信
な
ど
を
活
用
し

て
保
護
者
に
い
ち
早
く
届
け
る
取
り

組
み
や
、町
職
員
で
の
青
色
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
を
結
成
し
、登
下
校
時

の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
ま
す
。

③
学
校
生
活
の
中
で
起
き
た
怪
我
、

事
故
な
ど
の
問
題
点
及
び
危
険
箇
所

の
把
握
と
対
策
は

　

学
校
か
ら
報
告
を
受
け
、緊
急
度

を
考
慮
し
計
画
的
に
改
善
し
て
い
ま

す
。

④
教
育
施
設
、教
育
環
境
の
整
備
は
。

　

児
童
生
徒
の
学
習
や
生
活
の
場
と

し
て
、健
康
的
で
安
全
な
施
設
環
境

の
確
保
を
第
一
に
、改
善
整
備
に
努

め
ま
す
。

★
教
育
に
つ
い
て
①
Ｉ
Ｃ
Ｔ
授
業
の

取
り
入
れ
に
よ
る
変
化
は
。

　

各
教
室
に
実
物
投
影
装
置
、プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
、ス
ク
リ
ー
ン
を
備
え
、

視
覚
的
効
果
等
に
訴
え
る「
よ
り
わ

★
安
心
安
全
の
教
育
環
境
を
①
通
学

路
の
危
険
箇
所
や
改
善
等
の
対
策
は
。

②
見
守
り
隊
制
度
な
ど
以
外
に
不
審

者
対
策
は
。

③
学
校
生
活
の
中
で
起
き
た
怪
我
、

事
故
な
ど
の
問
題
点
及
び
危
険
箇
所

の
把
握
と
対
策
は

④
教
育
施
設
、教
育
環
境
の
整
備
は
。

★
教
育
に
つ
い
て
①
Ｉ
Ｃ
Ｔ
授
業
の

取
り
入
れ
に
よ
る
変
化
は
。

か
り
や
す
い
授
業
」が
可
能
で
す
。タ

ブ
レ
ッ
ト
活
用
で
は
、自
分
や
友
だ

ち
の
考
え
を
共
有
、交
流
に
よ
り
深

い
気
づ
き
と
学
び
に
つ
な
が
り
、楽

し
く
学
ぶ
こ
と
で
学
習
意
欲
が
高
ま

る
と
考
え
ま
す
。

②
小
学
校
で
の
外
国
語
教
育
の
授
業

内
容
・
教
育
方
針
は
。

　

小
学
校
３
・
４
年
生
で
は
「
聞

く
・
話
す
」、
５
・
６
年
生
は
「
聞

く
・
話
す
・
読
む
・
書
く
」を
中
心
と

し
た
内
容
で
す
。平
成
32
年
度
の
新

学
習
指
導
要
領
で
は
教
科
に
な
り
、

こ
の
２
年
間
の
移
行
期
間
で
、町
内

８
校
の
児
童
が
中
学
校
入
学
時
に
同

じ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
て
る
指
導

を
し
ま
す
。

③
小
・
中
学
校
で
の
道
徳
の
教
科
化

に
伴
う
教
育
方
針
は
。

　

基
本
的
に
学
習
内
容
や
時
間
数
、

教
育
方
針
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。教
科

に
な
っ
た
こ
と
で
評
価
が
あ
り
ま
す
。

★
部
活
動
に
つ
い
て
①
生
徒
及
び
教

員
の
課
題
は
。

　

生
徒
は
運
動
系
14
部
、文
化
系
２

部
か
ら
選
択
で
き
る
環
境
に
あ
り
、

特
に
課
題
が
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

教
員
は
専
門
性
の
な
い
部
活
動
の

指
導
は
負
担
で
す
。部
活
動
に
よ
っ

て
は
、土
・
日
曜
日
の
大
会
参
加
や

練
習
試
合
等
で
長
時
間
の
指
導
が
必

要
で
、教
員
の
長
時
間
勤
務
の
一
因

で
す
。

②
部
活
動
指
導
員
導
入
制
度
と
は
。

　

文
部
科
学
省
が
、教
員
の
負
担
を

②
小
学
校
で
の
外
国
語
教
育
の
授
業

内
容
・
教
育
方
針
は
。

③
小
・
中
学
校
で
の
道
徳
の
教
科
化

に
伴
う
教
育
方
針
は
。

★
部
活
動
に
つ
い
て
①
生
徒
及
び
教

員
の
課
題
は
。

②
部
活
動
指
導
員
導
入
制
度
と
は
。


